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1.「 手 」 とhandに よ る慣 用 表 現

 日本 語 で も英 語 で も、 物 を取 得 す る こ と を表 現 す る際 に、 「得 る 」 「取 る」 「買 う」、get, take, buy

な ど の動 詞 を用 い て 、 「私 は そ の 絵 を得 た 」I got that painting.の よ う に言 う こ と もで き る が 、 「手 」

とhandと い う名 詞 を用 い て 、 「私 は新 しい 電 池 を手 に 入 れ た い」I'm hoping to lay my hands on

some new batteries....（BNC AN7（981） ） の よ う に 表 現 す る こ と もで き る。 名 詞 を 用 いた 対 の う ち

日本 語 の文 は、 私 の 作 例 で あ る。 しか し、 実 際 に用 い られ た 例 の 中 に も、 次 の よ うな翻 訳 とそ の 原

文 が あ る。 （1a）は、 （1b）の英 文 を訳 した もの で あ る 。 二 つ を比 べ る と、 「手 に入 れ て」の 部 分 がlay

your handsに 相 当 す る こ とが わ か る。1

（1）a.… タ ヒ チ に い た イ ギ リ ス人 の 画 家 っ て の を 知 っ て るか ？ ど う も そ い つ が 天 才 ら し い ん

    で 、 そ の 絵 が あ れ ば、 こ い つ はた しか に 金 に な る、 だ か ら、 ひ とつ そ ち らで 手 に 入 れ て 、

    早 速 パ リへ 送 っ て も ら え な い だ ろ うか 、 （中 野291）

b. Do you know anything about an English painter who lived in Tahiti? It appears that 
  he was a genius, and his pictures fetch large prices. See if you can lay your hands on 

  anything and send it to me. (WM176)

ここで興味深い ことは、ほぼ同じ身体部位 を表わす「手」とhandが 用い られているにもかかわ らず、

動詞 「入れる」とlayは かけ離れた意味 を持っ ことである。その動詞の相違に応 じて、「手」とhand

は異なった意味役割 を果た している。先ほどの作例 「私 は新 しい電池を手 に入れたい」に戻って、

文中の名詞表現が、移動概念の中で果たす意味役割 について考 えよう。「私」は話題であると同時に、

移動 という出来事を引 き起 こす人物 としての役割 を担っている。「新 しい電池」は移動するものを表

わし、「手」は、電池が到着する所 を表わしている。言い換 えると、「私」は行為者（agent）、「電池」

は移動者（mover）、「手」は到着点（goa1）である。2そ れに対応する英文I'm hoping to lay my hands

on some new batteries....では、主語の1が 行為者である点 は同 じであるが、移動者 と到着点の関係

が逆転 していて、my handsが 移動して、 some new batteriesに 到着することになっている。逐

語的に訳せば、「私 は新 しい電池に手 を置 きたい」となるが、 この表現では 〈取得〉の意味が表わせ

ない。〈取得〉 という慣用的な意味を表わす際に、 日本語 と英語で意味役割が逆になっているのは、

なぜなのだろうか。

 この問いに対する答 えに、すぐにたどり着 くことはで きない。ここでは、そこへ到 る準備 として、

上の例 に見 られる日本語 と英語の相違 をできる限 り明確 に描 くことを目的 とする。はじめに、「手」

とhandを 用いた慣用表現のうち、比較 しやすい範囲の事例 を観察する。その結果に基づいて、第2

節で、他の身体部位にまで一般化 した仮説を立 て、それに関連する事実を記述する。観察の対象は、

「口」mouth, tongueと 「耳」earを 用いた表現である。 この論文の目的 は、疑問に説明を与 える理



論 を提示することではな く、説明されるべ き事実 の広が りを探 ることである。

 さて、「手」とhandを 用いる移動表現の うち、単なる移動ではな く何 らかの慣用的意味を持 つも

のを探 してみよう。 日本語では、「手 に入れる」「手に入 る」「手を出す」 「手 をつ ける」「手 を引 く」

な どがあ り、それぞれ （2）のように用いられ る。3

（2）a.私 は一角獣の頭骨 を手 に入れた

  b.で も良かったわ、楽器が手 に入って。

  c.… 信子の父親が炭鉱事業 に手 を出 して失敗 して以来、

  d.… 例の問題 にはしばらく手 を着けずに…。

  e.衛 律 は…すっか り恥 をかいて手 を引いた。

これ らは、文字通 りの移動の意味に加 えて、「手 を出す」 は 〈ち ょっ とやってみる〉、「手 をつける」

は 〈とりかか る〉、「手 を引 く」 は 〈それまでしていた ことをやめる〉 というような慣用的意味 を表

わす。4移動概念の意味役割 に関 しては、「手」は、 （2a）と（2b）で到着点であ り、 （2c）-（2e）では移動

者であ る。 この相違 は、助詞 「に」 と 「を」が示してい る。

 次 に、handを 用いた英語の慣用的移動表現を、LDCE3のhandの 項 目か ら選び出そう。5行為者が

引 き起 こす移動 を表現す る例文 は（3a）-（3c）の3例 あ り、keepを 用いた（3d）も含 めれば4例 とな

る。これ らの下線部分 は、それぞれ文字通 りの意味に加 えて、〈着手する〉、〈取得する〉、〈技量 を保

つ〉というような慣用的意味を表わす。移動の意味役割に関 しては、いずれの例 において もhandは

移動者である点で一致 している。

 (  3  ) a. Larry can turn his hand to anything. 
   b. They all want to get their hands on my money. 

   c. I'll bring some tapes if I can lay my hands on them. 
   d. You should work part-time, just to keep your hand in.

 このような例 とは対照的に、handが 到着点 となる例 は、行為者が引き起 こす移動 を表わす慣用表

現 としては、用いられない と思われる。handが 前置詞の 目的語 となっている事例 はあるけれども、

その場合、動詞が（4a）と（4b）の ように状態を表わすhaveで あるか、または、（4c）の ようにbe動 詞

であり行為者を欠 く文であるかのどちらかである。これ らにおいては、handが 物の到着点ではな く、

物の位置（location）を示す役割 を担 っている。

 

(  4  ) a. They'll have a battle on their hands if they try to build a road here. 
   b. Give them a call to let them know we have the matter in hand. 

   c. The area is already in rebel hands.

次の作例 （5）のように、行為者 を主語 として、物が行為者の手 に移動す ることを表わす慣用表現は

見つか らない。また、 このような作例 に対する母語話者の反応 は、否定的であ る。英語の話者2人

に尋ねたところ、上 の（3b）と（3c）は用いるけれ ども、下の（5a）と（5b）は用いない という反応があっ

た。

 

(  5  ) a. *They all want to get my money in their hands.



b.  *I'll bring some tapes if I can put them in my hands.

ただし、次の ような表現 はあるので、行為者 の手 を到着点 とする表現が全 く無い とは言い切れない。

〈取得する〉のような慣用的意味にな らない単純 な移動表現であれば、行為者の手が到着点 となる

ことがあるとい うことである。

 (  6  ) a. ...then he took the kite-line in his hand and went groping down one of the passages on 
      his hands and  knees,....  (MT200) 

   b. ...he put his face in his hands and burst into tears.  (MT80) 
   c. ...he began to cry. He hid his face in his hands.  (WM104)

 ここまでの観察をまとめる と、次のように言 うことができる。日本語の慣用表現においては、「手」

を到着点 として も移動者 としても用 いることがで きるのに対 して、英語の慣 用表現においては、

handを 移動者 とす ることはで きて も、到着点 とす ることはで きない。図によって表現すると、二つ

の型の移動は、図1と 図2の ようになる。図1は 、行為者の手 に物が移動す る様 を、図2は 、行為

者の手が物に移動す る様 をあらわ している。2っ の図で、大 きい円は行為者 を、その内部の楕円は

手を、その右の小 さい円は物 を表わし、矢印は移動の方向 を表わす。

（2a）の 「私 は一 角 獣 の頭 骨 を手 に入 れ た 」 は、 図1の 例 で あ り、 （2c）の 「… 信 子 の 父 親 が 炭 鉱 事 業

に手 を 出 して … 」は 、 図2の 例 で あ る。 英 語 の （3b）They all want to get their hands on my money.

は、 図2の 例 で あ る 。 英 語 で は、 図1に 相 当 す る （5a）＊They all want to get my money in their

hands.の よ う な慣 用 表 現 は な い。

英 語 で は、 日本 語 の 「手 に 入 れ る」 〈取 得 す る〉 に相 当 す る こ と を 、get／lay one's hands onの よ

うに表 現 で き る こ とを 上 で 見 て き た が 、 名 詞handを 用 い ず に単 にget, buy, possessな どの 動 詞 を

用 い る ほ うが 普 通 で あ る。 た と え ば 、 ラ イ トハ ウ ス 和 英 辞 典 の 「手 」の 項 目 に は 、 次 の例 文 が あ る。

こ こで は 、 「手 に 入 れ る 」 がgetま た はbuyに 対 応 して い て 、 到 着 点 は 表 現 され て い な い 。

（7）a.そ の 本 は ど こで 手 に 入 れ ま した か

b. Where did you get/buy the book?

同様 の 対 応 は、翻 訳 に お い て も見 られ る。 （8）は 、 日本 語 か ら英 語 へ の翻 訳 、 （9）-（11）は 、英 語 か

ら日本 語 へ の 翻 訳 で あ る 。 そ れ ぞ れ 、 「手 に 入 れ る 」 が1語 の 動 詞collect, get , buy, possessに 対 応

して い る。

（8）a.… ボ ス タ ア や プ ロ グ ラ ム の類 ま で 苦 労 し て外 国 か ら手 に 入 れ た 。 （川21）
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b. He...began laboriously collecting programs and posters from abroad. (ES24)

（9）a.と に か くまず 証 拠 を手 に 入 れ る こ とで し ょ う な。 （中野51）

b. Well, the first thing is to get our proofs. (WM33)

（10）a.… ト ゥア モ トゥ群 島 の 一 つ の 島 を手 に 入 れ た 。 （中 野326-327）

b. ...he bought an  island in the Paumotus. (WM196)

（11）a.た とえば女が恋 をす る。やつ らは、相手の魂 を手に入れて しまわないかぎり、満足 しない

    のだ。 （中野238）

b. When a woman loves you she's not satisfied until she possesses your soul. (WM144)

（8b）-（11b）の英語の表現では、 日本語表現の到着点である 「手」に相 当する語が現われない。 それ

にもかかわらず、 もし、これ らの英文が移動の概念 を含む もの として分析する と、主語は行為者の

みならず、到着点の役割 も果た していることになるであろう。 また、 目的語が移動者 の役割を担う

ことになる。 この概念を、図式によって表現すると、図3の ようになる。 これは、図1か ら、手 を

表わす楕 円を削除 した ものであ り、行為者が、到着点をも兼ねている。

2.行 為者の身体部位への言及

 日本語で 〈取得する〉 ことを表わす際には、「得 る」の ように1語 の動詞で表わすか、「手 に入れ

る」のように行為者の 「手」が到着点 となる表現を用いるのに対 して、英語では、1語 の動詞を用

いるか、1ay one's hand onの ようにhandを 移動者にするかの どちらかであることを確かめて きた。

つまり、英語では、行為者が物 を取得することを概念化する際に、handを 到着点 とすることはでき

ない。

 さて、 ここで、「手」とhandに ついて上で観察 した ことを一般化 して、身体部位全 てに当てはま

ることとして述べ直 してみよう。 日本語 と英語 には次のような類似点 と相違点があると仮定す る。

（12）a.行 為者の身体部位が移動者 となる慣用表現 は、 日本語 にも英語にもある。

  b.そ れに対 して、行為者の身体部位が到着点 となる慣用表現は、日本語にはあるけれ ども、

    英語 にはない。

ここで身体部位 と呼ぶ ものには、少な くとも手、口、耳、目が含 まれる。以下では、 （12）の一般化

が成 り立つことを、口と耳に関 して観察 してい く。 なお、目については、すでに嶋田（2003）で詳 し

く考察 した。

2.1.「 口」 とmouth, tongue

 はじめに日本語の 「口」を含む表現 と、それに対応する英語の表現を見 ることにしよう。「口」が

移動者 となる表現 としては、話 に横から 「口を出す」があり、「口」が到着点 となる表現 としては、
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言 葉 を 「口 に 出 す 」 「口 に す る 」が あ る。 （12a）に よ れ ば 、 「口」が 移 動 者 と な る こ とは 、 日本 語 と英

語 の 両 方 で 可 能 で あ る と予 想 され る。 次 の例 で は 「口 」が 移 動 者 で あ り、 （13a）か ら順 に、 そ の 出 発

点 「横 か ら」、 到 着 点 「と こ ろへ 」 「批 評 に 」 が 現 わ れ て い る 。

（13）a. 「お じ い さ ま」 と太 った 孫 娘 が 横 か ら 口 を 出 した 。

  b.い きな り僕 た ち の 話 し て る と こ ろへ 口 を 出 し て 、

  c.一 頃 芸 術 の 批 評 に 口 を出 して 、

He opened his mouth.あ る い はHe shut his mouth.の よ う に 、 英 語 で は、 口（mouth） の状 態 変 化 は

表 現 す る の に対 し て 、 口 の 移 動 は慣 用 表 現 に は な ら な い よ うで あ る 。 そ の 代 わ り に、 （14a）のlay

one's tongue toの よ う な 舌 （tongue）の移 動 に よ る慣 用 表 現 は 用 い られ る 。この 表 現 は （12a）の仮 説 に

従 っ て い る。

(14) a. They wrangled interminably, he goading her into outbursts of anger just to watch her 
       beauty at its best, she calling him all the names she could lay her tongue to. BNC 

     EVC (2077)

 「口」が 到 着 点 と な る 場 合 に関 し て は、 （12b）で 予 想 し た よ う に、 日本 語 と英 語 の 間 に相 違 が 見 ら

れ る。た とえ ば、日本 語 か ら英 語 へ の翻 訳 （15）と英 語 か ら 日本 語 へ の 翻 訳 （16）-（18）を 見 る限 り、「口

に出 す 」 に ほ ぼ相 当 す る英 語 は、 （15b）か ら順 にsaid a word, tell it, ask the question, speaking

her mindで あ り、 「口 」に相 当 す る 到 着 点 は、 表 現 さ れ て い な い 。 （そ の 代 わ りに移 動 者 が 目的 語 と

して 現 わ れ て い る 。） し た が っ て 、 これ ら は、 仮 説 （12b）を支 持 す る例 で あ る。

（15）a.心 の な か だ け の こ とで 、 口 に は一 度 も出 し ゃ し ませ ん け れ どね 。 （川56）

b. But she only thought it. She never said a word. (ES67)

（16）a.マ リラ は ア ン に話 し た い こ とが あ った が 、 い ま は 口 に 出 さ な か っ た 。 （村212）

b.  Marilla had something to tell Anne, but she did not tell it just  then,....  (LM146)

（17）a.そ れ ま で 口 に 出 せ な か っ た の で あ る。 （村168）

b. She had not dared to ask the question before. (LM116)

（18）a.レ イ チ ェ ル 夫 人 は 、 自分 の 思 った こ とを 、 い っ も率 直 に 口 に だ す の を じ まん に し て い た の

    で 、 （村13）

b. Mrs. Rachel prided herself on always speaking her mind;.... (LM7)

 興 味 深 い こ と に 、 英 語 で は 到 着 点 を示 す 語outが 表 現 さ れ る 場 合 が あ る。 と こ ろが 、 そ のoutが

位 置 を指 し示 す 際 の 基 準 （landmark） は表 出 さ れ な い 。 た と え ば、 （19a）の 日本 語 で は、 「この 言 葉 」

が 到 着 す るの は 「口」で あ る の に対 して 、 （19b）の 英 語 で はthe wordsが 到 着 す る の はoutと 表 現 さ

れ る に と ど ま り、outが 位 置 を決 定 す るた め の 基 準 は 表 現 さ れ て い な い。つ ま り、そ の位 置 が 何 の外

（out）で あ るの か 、 明 示 さ れ て い な い 。 （20）の対 に つ い て も、 同様 の こ とが 言 え る。

（19）a.彼 は 、 ほ と ん ど この 言 葉 を 口 に す る こ とが で き な か っ た 。 （中野167）

h He could hardly get the words out.  (WM101)

（20）a.マ シ ュ ウ が … な ん で も 口 に出 して くれ る とい い ん だ け れ ど。 （村56）



b. I wish he...would talk  thing's out. (LM36)

しか し、 この2例 のoutに は、位置 を指定す るための基準が潜在 していて、その基準は行為者 （ま

たはその身体の一部）に相当すると考 えてよいであろう。そうであれば、（12）の仮説は、 このよう

な例にまで当てはまるように言い直す必要が出て くる。 （12）は、このままでは、 （19b）と（20b）には

無関係である。 どちらの例で も、行為者の身体部位 は到着点になっていないか らである。 この2例

で問題になることは、行為者 の身体部位が到着点になるか否かではな く、到着点はoutと して明示

されているにもかかわらず、その到着点 を決める基準が行為者 自身であることが明示されていない

ことである。 この点に関 しては、さらに広 く事例を観察 して、 （12）の仮説 との関係 を考 える必要が

あるけれ ども、本論では未解決のまま残す ことにする。

2.2.「 耳」 とear

 さて次に 「耳」 とearに よる表現について考 えよう。 日本語の表現 としては、耳 を移動者にする

「耳 を傾ける」「耳 を貸す」「聞 き耳 を立てる」、 また、耳 を到着点 とする「耳 に入れ る」「耳 に入 る」

「耳にす る」「耳につ く」がある。はじめに、 （12a）の日本語 と英語の類似点 について確かめるため

に、 日本語で耳が移動者 となる例 を見 る。次の （21a）と（21b）では、「耳」が移動者 で 「話」と「言葉」

がそれぞれ到着点 となっていると考えてよいであろう。詳 しく言えば、「話 に耳 を傾 ける」と言 うと

き、 この 「耳」は聴覚器官のみならず、聴覚によって対象 に注意 を集 中することまでも指 し示 して

いる。つ まり、メ トニ ミーが生 じている。その注意力の到着点 として 「話」 と 「言葉」がある
。 こ

のように考えれば、 （21c）の 「話に聞 き耳を立てる」 ときにも、「話」が 「耳」の到着点 となってい

ると言えるであろう。

（21）a.蓮 太郎 はその話に耳 を傾 けて、熱心に眺め入 った。

  b.先 生は私の言葉に耳 を貸さなか った。

  c.僕 はどこかで壁が息 をひそめて我々の話に聞 き耳を立てているように感 じられた。

英語でも、日本語によく似た言い方が可能である。次の例 において、earは 、いずれ も移動者である。

ここでも、メ トニ ミーが生 じて、earの 指示対象は注意力にまで拡張 し、その到着点が（22a）と（22b）

ではtoで 始 まる前置詞句によって示 され、（22c）では間接目的語himに よって示されている。

(22) a. ...you can earn not only their confidence, but their gratitude, by turning an attentive 
      ear to their discourse. (WM162) 

   b. The owners turned a deaf ear to such an expensive demand . BNC B77 (671) 
   c. Would it help if I go and lend him a sympathetic ear? BNC HR4 (1134)

 次に、耳が到着点 となる場合 について考 えよう。（12b）によれば、この場合 日本語 と英語の相違が

見 られるはずである。つまり、 日本語 には行為者の耳が音声の到着点 となる慣用表現があ り、英語

にはそのような表現 はない ことが予測 されている。しかし、実際にはどち らの言語 において も、行

為者の耳が音声の到着点 となる概念化 はなされない。 日本語の例 としては、 （23）の例 を挙げる。 こ

こで表現 された出来事 においては、人物の意味役割 は行為者 とい うよりは、経験者（experiencer）に

はるか に近い。言い換 えると、人物 は、聴 くつ もりで耳 を傾けた り意識 を集中 した りするのではな

く、気が付 くと音声 を認識 しているのである。上で見た 「手 に入れる」「口に出す」の場合には、手



や口が到着点であって も、行為者が意図的に取得 した り表現行為を行 なった りす ることが表わされ

る。しかし、「耳」が到着点 となる例では、人物が声や音を意図的に聴 くのではな く、声や音が自ず

から人物の耳に到るのである。つ まり、聞こえて くるのである。

（23）a.鮎 太 は、突然女の声 を耳にして立 ち止 まった。

  b.学 校へ行って も、講義 はろ くに耳 に入 らない。

  c.森 の中の道 を歩いているうちに奇妙な音が耳 につ くようになった。

英語では、 （24）のようにearsが 到着点 となるときには、主語 （his wordsとthe rumours） が移動

者である。注意すべき点 は、 （24）のような例 は、移動表現 ではあるが、そこには行為者が存在 しな

いことである。 したがって、 これ らは（12b）の仮説 の反例 とはな らない。

(24) a. His words came clearly to her  ears,.... BNC  G1S (2800) 
   b. The rumours must have reached Richard's ears — BNC  EFV  (1518)

ま た 、次 の 例 （25）で は、主 語sheが 人 物 を 示 す けれ ど も、 こ の文 に は移 動 を 表 わ す 要 素 が な い の で 、

前 置 詞 句in her earsは 、 到 着 点 で は な く位 置 を表 わ す 。 し た が っ て 、 こ の 例 は 、 （4b）...we have

the matter in hand.に 似 て い て 、 （12b）の 一 般 化 と は 無 関 係 で あ る 。

(25) ...she...could almost hear his laughter in her ears. BNC HH9 (1946)

 聞 くとい う出来事 を、耳に音声が到着することとして概念化す る際、その概念化は、行為者が自

分の耳に音や言葉を移動 させ ることとしては成 り立たず、行為者が関与 しない移動 として成 り立つ

ことを上で確かめてきた。最後 に、英語か ら日本語への翻訳 を手がか りに、 日本語 と英語の対応に

ついて考えてみよう。（26a）の日本語 は、耳への移動表現である。対応する英語 （26b）は、動詞hear

による表現である。 どちらにも行為者は存在せず、 （26b）では経験者が主語 として現われている。

（27）について も、同様の概念化がなされている。 これ らとは対照的 に、聞 くことを、音声が耳へ移

動することとして概念化 し、さらに、行為者が表出 している表現がある。 （28）と（29）がその例であ

る。（12b）の仮説 によれば、英語 には行為者 の身体部位 を到着点 とする慣用表現はない。（28b）と（29

b）の英語の表現 もこの一般化には、従 っている。なぜな ら、これ らには行為者 に加 えて、到着点 と

しての耳も存在す るけれども、その耳は行為者 とは別の人物の耳 なのである。

（26）a.エ ミーの言葉が耳にはいらなかったし、 （大181）

b. He did not hear what Amy was  saying,.... (MT126)

（27）a.ア ン は小 さ な悲 鳴 を あ げ た が 、 だ れ の 耳 に も は い ら な か っ た 。 （村321）

b. Anne gave one gasping little scream which nobody ever heard;.... (LM224)

（28）a.ハ ック は、 老 人 の 正 直 そ うな 目 を見 て 、 そ れ か ら、 そ の 耳 に さ さ や い た 。 （大271）

b. Huck looked into the old man's honest eyes a moment, then bent over and whispered 

  in his ear: (MT185)

（29）a.… い つ も黙 っ て 聞 い て や る僕 の 耳 に 、 尽 き な い 愚 痴 話 を 聞 か せ て くれ た 。 （中 野107）

b. ...he used to pour into my sympathetic ear the long list of his troubles. (WM66)



 以上の考察 を要約する。第2節 のはじめで、「手」とhandに ついての観察を一般化 して、 （12）の

仮説 を立てた。 これによれば、行為者の身体部位が移動者 となる慣用表現 は、 日本語で も英語で も

用い られるのに対 して、行為者の身体部位が到着点 となる慣用表現 は、 日本語にはあるけれども、

英語 にはない。 この一般化が成 り立つ ことを確かめるために、「口」mouth, tongueと 「耳」earを

用いた表現 を観察 した。観察 した範囲では、 （12）の仮説に反する事例群は存在 しない。

3.結 び

 本論の結び として、未整理の問題 に2つ の観点か ら触れてみたい。第1に 、手、口、耳以外の身

体部位 に関しても、 ここで仮定 したことが当てはまるのか とい う問題が残っている。 日本語の身体

部位 を表わす語のうち、ここで取 り上 げなかった語 としては 「目」「顔」「足」「腰」「身」などがあ

る。 これ らの語が示す身体部位 には、それぞれ異なった機能があり、日本語 と英語の表現 を対照 し

なが ら考察するとき、単 に（12）の仮説に関してのみ調べて も興味深い結果が得 られるかどうか疑わ

しい。そ もそも、特に手 と口に関 して（12b）の仮説が成 り立つのは、手 と口の機能によるのであろう。

人が生 きる際に身体部位が果たす役割は、それぞれ異なっている。それ らひ とつひとつに関 して、

日本語 と英語の表現 に別々の相違があってもおか しくはない。

 例 として、耳 と目に関する表現を取 り上げる。目については、「目」とeyeの 対照 を嶋田（2003）で

行 なった。その観察 と、ここの 「耳」 とearの 観察 を比べてみよう。行為者の目が移動者 としての

役割を担 う表現は、英語から日本語への翻訳 （30）が示すように、 日本語で も英語で も用いられる。

したがって、目に関 しても（12a）の一般化は成立 し、この点で 目と耳 に関する概念化は、日英で同じ

である。対比するために、耳の表現 として英語 から日本語への翻訳 （31）をあげる。

（30）a.二 人 は、めざす目的地 に目をす え、そこへ到達することだけを考えていた。 （大102）

b. ...and the boys fixed their eyes on the goal of their hopes, and bent to their work to 

  win it. (MT72)

（31）a.彼 らの話に耳を傾 けてさえやれば、それだけで もう彼 らの信頼 ばか りか、感謝さええられ

    るのだ。 （中野269）

b.  ...you can earn not only their confidence, but their gratitude, by turning an attentive 
  ear to their discourse. (WM162) = (22a)

行為者の目と耳が移動者 となる概念化 は、 日本語でも英語で も可能であるのとは対照的に、目と耳

が到着点 となる概念化 は、 日本語 と英語の間で相違が見 られる。耳に関しては、ある人物の耳が到

着点 となる場合に、その人物 は行為者ではな く経験者であ り、 このような表現 は日本語に も英語 に

もあることを上で見てきた。 （23）と（24）の例 を（32）と（33）としてもう一度 あげる。

（32）a.鮎 太は、突然女の声を耳にして立ち止 まった。

  b.学 校へ行 って も、講義 はろ くに耳に入 らない。

  c.森 の中の道 を歩いているうちに奇妙な音が耳 につ くようになった。

(33) a. His words came clearly to her  ears,.... BNC  G1S (2800) 
   b. The rumours must have reached Richard's ears — BNC  EFV  (1518)

対照的に、目に関 しては、人物 の目が到着点 となって く見 ること〉を慣用的に表わす言い方は、 日

本語では用い られ るけれども、英語では用いられない。例 えば、日本語か ら英語への翻訳 （34）では、



目に対応する名詞 は英訳 には現われない。

（34）a.正 門を這入る と、…銀杏の並木が眼に付 いた。 （夏38）

b. Entering the main gate, he noticed first of all the twin rows of gingko trees .... (JR51)

確かに、英語では視野が到着点 となる表現は可能である。例 えば、LDCE3に はinto viewを 用いた

次の例文がある。As we rounded the bend in the river the castle came into view.し か し、...the

castle came into my eyes.と は言わないであろう。英語では、視野ではな く、目そのものが到着点

となって視覚経験を表わす ことはない。以上のように、耳は、到着点 として、 日英で同じように概

念化されるのに対 して、 目は日本語でのみ到着点 となって視覚経験 を表わす。 このように、身体部

位 によって概念化の相違がずれているので、単純な一般化によって問題を理解することはできない。

 第2の 問題 は、 （12）で捉 えようとした日本語 と英語 に関す る相違が、一体 どのような原因によっ

て生 じるのか ということである。私は日本語 と英語の対照研究 を始 めた とき、語順が語の意味解釈

にどのような影響を与 えるのかを考えることを目的 としていた。そのとき暫定的に提案 した文の理

解 についての仮説は、（12）で記述した日本語 と英語の相違 にどのように関わるのか という問題が生

じて くる。（12）で描いた 日英の対照は、文を理解す る際の語順の相違によって説明できるのだろう

か。かつて提案 した解釈確定順序の仮説 と、句の情報分布 の仮説 は、そのままでは、（12）の記述に

説明を与 えることができない。6それでは、どの ように述べ直せ ば、（12）を扱 うことができるのだろ

うか。あるいは、文の解釈、概念の合成 に関わる何 らかの原則 を付 け加 えることになるのであろう

か。いままで記述 してきた日本語 と英語の相違 は、 どの ように見なす ことが適切なのだろうかとい

う問題が残 っている。

注

1 引用 例 の下線 は、 問題 点 を明確 にす るた めに私 が 付 加 した もので ある。 他 の例 文 の下線 も同様 で あ

  る。

2 意 味 役割 につ い て は、Langacker（1991:282-293,2000:27-34） を参 照 。

3 日本 語 の用例 の うち 出典 を示 して いな い もの は、 全 て 『新潮 文 庫 の100冊 』か ら選 んだ もので あ る。

4 〈〉 内 の定 義 は、 『例 解 新 国語辞 典 』 に よる。

5 こ こで移 動表 現 と呼 ぶ もの は、 主 に、行 為 者 、移 動 者 、 （到 着点 を含 む）経 路 か ら成 り立 つ概 念 を表

  わす文 で あ る。 行為 者 の存 在 しな い移 動 表 現 、行 為 者 と移動 者 が一 致 す る移動 表現 につい て は、 嶋

  田 （1998）を参 照 。

6 文 を理 解 す る際 に働 く原則 として提 案 した2つ の仮 説 、 す なわ ち、解 釈確 定 順序 の仮 説 、お よび、

  句 の情 報 分布 の 仮説 につ い て は、 嶋 田 （2001,2002） を参 照。
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